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図 1に 3次元パノラマプロッタの表示画面を示す． 
Web ブラウザ上での表示は，地図作成ソフトである
Surfer8 を使用し描画する．Surfer8 では，2 次元画像と 3
次元画像を描画することができる．また，他言語でのプロ
グラム操作も可能であることから，データベースからの地
図作成が容易である．図 2 に Surfer8 を用いて海底地形図
を描画した場合の例を示す． 


























































































3 次元パノラマプロッタと Web ブラウザを用いた船上での
海洋情報の可視化について提案した． 
今後は，まず海洋情報を蓄積するデータベースサーバを
構築する．次に海洋情報の可視化方法を確立していく．可
視化方法については，海洋情報に応じて可視化方法を変え
ていく．例えば，水温に関しては，各階層の情報が広範囲
に必要であるため，2 次元画像として可視化する．一方，
水深に関しては，透過性が必要であるため，3 次元画像と
して可視化する．その他にも潮流に関しては，広範囲の情
報が必要なため，2 次元画像で可視化し，資源量に関して
は，資源量を直感的に把握する必要があるため，3 次元画
像で可視化する． 
また，地理情報システム(GIS)を水面下の海洋情報の可
視化に活用する．GIS では，地図情報に様々な情報を重ね
合わせることで情報を付加することができる．また，同一
種類の情報であるが，時間的に異なる情報を重ね合わせる
ことができる．そのため，複数の海洋情報や時間的に変化
する海洋情報を重ね合わせることが可能になり，様々な海
洋情報を可視化することができる． 
他に，マリンブロードバンドを用いたリアルタイムでの
海洋情報の閲覧にあたって，現在，3 次元パノラマプロッ
タはネットワーク接続に対応していない．そこで，マリン
ブロードバンドを用いたネットワーク環境を構築できる 3
次元パノラマプロッタの開発を考慮している． 
また，本研究では，マリンブロードバンドを活用し，実
際に船上で運用することで評価を行っていく．評価方法と
しては，過去の調査データと実験により得られたデータを
比較する方法や，実際にシステムを導入した前後で漁獲量
の変化を調査する方法などで評価することを検討している． 
最後に，本研究により，水産業に必要な様々な水面下の
海洋情報を船上でリアルタイムに閲覧することが可能にな
る．そのため，効率的な漁業操業や持続的な水産資源管理
を行えることが期待される． 
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